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晨

　
　
　利

　信

仏教婦人会連盟 創立70周年記念大会（令和６年度総会）
2024（令和６）年５月15日（水）、出雲市民会館にて開催（３ページに記事）

実
践
運
動
今
期
二
カ
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

「『
御
同
朋
』
を
改
め
て
問
う
」

　
　
　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

山
陰
教
区
委
員
会
副
委
員
長

中

央

委

員

会

委

員 

　
須す

山や
ま

成な
り

顕あ
き

　
ま
ず
も
っ
て
、
今
年
元
旦
に
起
こ
り
ま

し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
い
ま
だ
こ
の
先
の
見
通
し
も

立
た
ず
、
不
安
の
中
に
避
難
生
活
を
送
ら

れ
て
い
る
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　
先
だ
っ
て
山
陰
教
区
青
年
僧
侶
の
会
「
楽

法
会
」
に
お
か
れ
ま
し
て
は
能
登
半
島
地

方
へ
の
支
援
活
動
に
あ
た
り
ご
尽
力
頂
い

て
い
る
と
聞
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
頼
も

し
く
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
取
り
組
む
実
践
運
動
の
根
本

は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
で

あ
り
ま
す
。「
御
同
朋
の
社
会
」
と
は
「
あ

ら
ゆ
る
人
々
に
阿
弥
陀
如
来
の
智
慧
と
慈

悲
を
伝
え
、
も
っ
て
自
他
共
に
心
豊
か
に

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
宗
門
全
体
で
推
進
す
る
運
動
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
阿
弥
陀

如
来
に
願
わ
れ
、
必
ず
仏
と
な
る
身
と
定

ま
っ
て
い
る
者
と
し
て
、「
お
互
い
さ
ま
」

と
手
を
携
え
合
い
支
え
合
い
助
け
合
う
こ

と
で
あ
り
、
つ
ね
に
ご
法
義
が
中
心
と
な

り
ご
法
義
を
伝
え
伝
わ
る
事
に
よ
り
、
自

他
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
が
実
現
さ
れ
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
三
月
八
日
に
荻
野
昭
裕
氏

が
総
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

発
布
さ
れ
た
「
新
し
い
領
解
文
」
を
巡
る

問
題
や
賦
課
金
の
賦
課
基
準
の
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
「
現
場
と
密
に
連
携
し
、
一

つ
一
つ
対
応
し
て
い
き
た
い
」「
現
場
の
声

を
聞
き
、
双
方
が
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
進
め
る
よ
う
な
宗
門
に
し
た
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
各
教
区
に
お
い
て
宗
派
主
催

の
新
し
い
領
解
文
の
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、

今
年
七
月
に
は
全
教
区
で
の
学
習
会
が
終

了
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
の
中
で
全
国

か
ら
多
く
の
要
望
や
疑
問
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
し
っ
か
り
と
現
場
の
声
を
聞
い
て

い
た
だ
き
、
諸
問
題
を
解
決
の
方
向
に
進

め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
り
ま
す
。

　
御
同
朋
の
社
会
と
は
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
意

見
を
出
し
合
い
、
声
を
聞
き
合
い
お
互
い

手
を
携
え
前
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
今
一
度
そ
の
理
念
を
共
々
に
考

え
、
改
め
て
実
践
運
動
の
根
幹
に
つ
い
て

考
え
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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教
区
会
議
員
並
び
に

組
長
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
教
区
会
議
員

選
挙
並
び
に
組
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た

に
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
四
月
一
日
付

け
に
て
、
下
記
の
皆
さ
ま
が
教
区
会
議
員

並
び
に
組
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

山
陰
教
区
教
区
会

正
副
議
長
選
出
に
つ
い
て

　
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
五
月
七
日
、

山
陰
教
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
時
教

区
会
に
お
い
て
、
教
区
会
議
長
並
び
に
教

区
会
副
議
長
が
次
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
区
会
議
長

　
　
須
山
成
顕
（
鹿
足
組 

正
法
寺
）

　
教
区
会
副
議
長

　
　
澤
田
暉
夫
（
松
江
組 

本
誓
寺
）

山
陰
教
区
組
長
会

正
副
組
長
会
長
に
つ
い
て

　
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
五
月
二
七
日
、

山
陰
教
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
組
長
会

に
お
い
て
、
正
副
組
長
会
長
が
次
の
通
り

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
長
会
会
長

　
　
三
明
淨
信
（
大
田
西
組 

照
善
坊
）

　
組
長
会
副
会
長

　
　
西
谷
啓
翠
（
出
雲
組 

通
傳
寺
）

任期：2024（令和6）年４月１日〜2028（令和10）年３月31日

組名 所属寺 教区会僧侶議員 所属寺 教区会門徒議員 所属寺 組長

01 鳥取因幡 光輪寺 山田　節子 浄善寺 竹内　紀彦 浄徳寺 𠮷𠮷岡　義信

02 鳥取伯耆 覺善寺 千石　祐正 香寳寺 水野　　彰 香寳寺 上杉　信成

03 松　　江 明宗寺 楠　　信也 本誓寺 ○澤田　暉夫　 西宗寺 高野　　睦

04 出　　雲 妙壽寺 山﨑　崇峰 西念寺 福島　　勲 通傳寺 ○西谷　啓翠　

05 神　　門 願立寺 勝島　徹正 西蓮寺 今岡　一眞 明顯寺 鈴木　二朗

06 出 雲 南 萬行寺 巖　紀惠子 慈眼寺 菅原　民雄 善福寺 蘿　　裕章

07 飯　　南 一念寺 熊谷　高暢 一念寺 大森　民雄 西正寺 佐和田　裕

08 大 田 東 浄土寺 德川　眞英 善性寺 小倉　一義 浄賢寺 岩根　了達

09 大 田 中 善正寺 津村　信隆 玉泉寺 三井　隆治 西性寺 龍　　善暢

10 大 田 西 浄善寺 柳井　宗生 龍藏寺 眞野　明政 照善坊 ◎三明　淨信　

11 佐　　波 專教寺 渡邊　泰文 西光寺 波多野康博 法光寺 大草　眞教

12 川　　本 福泉寺 松林　　茂 法隆寺 大迫　幸人 福常坊 福井　義信

13 千 須 賀 西圓寺 雜賀　和彦 照立寺 中原　康隆 西蓮寺 口羽　義秀

14 邑 智 東 玄祐寺 野田　義仁 明覚寺 増田　　新 西善寺 高倉　宗隆

15 邑 智 西 願入寺 日高　秀憲 光西寺 石田　雅春 西念寺 伊東　一真

16 江　　津 円覚寺 小笠原義敬 法正寺 岩根　正博 光善寺 波北　　顕

17 浜　　田 眞光寺 大原　孝見 金藏寺 福田　　宏 金藏寺 朝枝　　成

18 三　　隅 礼光寺 月洞　昇道 専称寺 山本　正典 浄蓮寺 早川　寛之

19 益　　田 泉光寺 木村　雅信 泉光寺 寺井　良徳 蓮長寺 藤谷　一劍

20 鹿　　足 正法寺 ◎須山　成顕　 了德寺 河田　寿樹 常光寺 富岡　芳史

山陰教区 教区会議員・組長 一覧

◎…正　○…副
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
・
個
人
か
ら

三
一
〇
（
延
べ
数
）

　
届
け
て
い
た
だ
い
た
食
品
・
日
用
品
の

数
三
、二
〇
〇

　
お
米 

約
一
二
〇
〇
㎏
、
お
菓
子 

約

一
、一
五
〇
食
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品 

約

一
、一
五
〇
食
、
缶
詰 

約
二
五
〇
個
、
調

味
料 

三
五
〇
個
、
飲
料
水 

約
六
〇
〇
本

　
そ
の
他
日
用
品
（
洗
剤
・
タ
オ
ル
等
）

　
こ
れ
ま
で
五
八
回
に
わ
た
り
山
陰
両
県

の
社
会
福
祉
協
議
会
や
管
轄
す
る
役
所
、

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
へ
お
渡
し
し
ま
し

た
。
ま
た
各
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
か
ら

特
に
お
菓
子
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
カ
ッ
プ

麺
が
喜
ば
れ
た
と
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
食
品

お
米
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
・
缶
詰
・
瓶
詰
・
乾
麺
・
の
り
・
わ

か
め
・
昆
布
・
粉
末
食
品
（
お
茶
漬
け
の

素
・
味
噌
汁
・
ふ
り
か
け
等
）
調
味
料
（
醤

油
・
砂
糖
・
麵
つ
ゆ
・
塩
・
味
噌
・
酢
・

食
用
油
等
）・
菓
子
な
ど

〇
注
意
い
た
だ
き
た
い
事
項

・ 

賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
一
ヶ

月
以
上
あ
る
も
の
（
社
協
に
よ
っ
て
は

三
ヶ
月
以
上
）

・ 

未
開
封
で
中
身
が
出
て
い
な
い
も
の

・ 

常
温
保
存
が
可
能
な
も
の

期
　
日
　 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年

五
月
一
五
日
（
水
）

会
　
場
　 

出
雲
市
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

参
加
者
　 

六
七
六
名

　
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
山
陰
教

区
仏
教
婦
人
会
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
七
〇

周
年
を
迎
え
た
本
年
、
出
雲
市
民
会
館
に

お
い
て
七
〇
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ま
に
よ

る
音
楽
法
要
の
後
、
第
一
一
代
委
員
長
の

大
迫
五
十
鈴
さ
ま
（
大
田
東
組 

常
見
寺 

仏
教
女
性
会
「
む
く
の
会
」）、
第
一
二
代

委
員
長
の
矢
野
ゆ
う
子
さ
ま
（
出
雲
組 

専

立
寺 

仏
教
婦
人
会
）
に
総
裁
さ
ま
か
ら
の

表
彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、「
お
念
仏
は
阿
弥
陀
さ

ま
の
お
呼
び
声
」
と
題
し
、
中
央
仏
教
学

院
講
師
、
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
元
講
師
の

三
宮
亨
信 

師
（
滋
賀
教
区
滋
賀
組
正
源

寺
住
職
）
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
こ

こ
ろ
や
山
陰
の
妙
好
人
の
こ
と
ば
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町477-17　松江SUNビル7階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB　山陰支店

ご本山への団体参拝は弊社へご用命をよろしくお願い致します。
　
ま
た
、
出
西
民
謡
同
好
会
に
よ
る
島
根

の
民
謡
を
披
露
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら

も
「
普
段
鑑
賞
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
の

で
大
変
良
か
っ
た
」
と
の
声
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
で
休
会
や
退
会

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
仏
教
婦
人
会
も

あ
る
な
か
、
本
大
会
が
、
仏
教
婦
人
会
活

動
の
発
展
に
つ
な
が
る
機
縁
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

仏
教
婦
人
会
連
盟
創
立
七
〇
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
令
和
六
年
度
総
会
）

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
報
告
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・ 

寺
院
活
動
支
援
部
会
に
過
疎
対
応

支
援
担
当
を
設
置
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　
　
〈
伝
道
・
広
報
部
会
〉

　
　
・ 

僧
侶
研
修
会
を
九
月
一
三
日
（
金
）

に
開
催
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を

設
置
す
る
予
定
。

　
　
・ 

カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
部
数
は
近
年

増
加
し
て
い
る
。
今
後
も
広
く
周

知
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
・ 

勤
式
練
習
所
に
つ
い
て
、
多
く
の

方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
奨
励

し
て
い
き
た
い
。

　
　
・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
担
当
に
つ
い
て
、
過

疎
対
策
の
た
め
に
も
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
協
議
し
て

い
く
。

（
五
）
そ
の
他

　
　
・ 

伝
道
・
広
報
部
会
の
担
当
者
会
で

部
員
が
い
な
い
担
当
に
つ
い
て
は
、

担
当
長
が
教
区
委
員
（
部
員
）
に

就
任
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
す
る
。

　
　
・ 「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

募
金
」
の
集
計
現
況
に
つ
い
て
。

　
　
　⇒

 

第
六
回
集
計
（
二
〇
二
四
年
二

月
一
日
〜
二
〇
二
四
年
六
月

二
六
日
）

　
　
　
　 
全 

教 

区
：
三
七
〇
件

　
　
　
　
　
　
八
、四
〇
六
、九
一
八
円

　
　
　
　 
山
陰
教
区
：
一
〇
件

　
　
　
　
　
　
　 
一
五
四
、〇
〇
〇
円

一
．
期
　
日
　 
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年

　
　
　
　
　
　 

六
月
二
六
日
（
水
）

二
．
会
　
場
　 

本
願
寺
山
陰
教
堂 

教
化
セ

ン
タ
ー 

研
修
室

三
．
出
席
者
　
二
四
名

四
．
協
議
事
項

（
一
） 

役
員
選
出
・
担
当
者
会
承
認
に
つ

い
て

　
①
正
・
副
委
員
長
選
出

　
　
委 

員 

長
　 

晨
　
利
信 

教
務
所
長

　
　
副
委
員
長
　 

須
山
成
顕 

委
員

　
　
副
委
員
長
　 

三
明
淨
信 

委
員

　
② 

中
央
委
員
会
委
員
選
出

　
　 

中
央
委
員
会
委
員
　
須
山
成
顕 

委
員

　
③ 

部
会
・
部
員
選
定
　
※
名
簿
参
照

　
④ 

正
・
副
部
長
選
出

　
　
〈
同
朋
・
社
会
部
会
〉

　
　
　
部
　
長
　
菅
原
　
憲 

委
員

　
　
　
副
部
長
　
岩
　
義
博 

委
員

　
　
〈
寺
院
活
動
支
援
部
会
〉

　
　
　
部
　
長
　
月
洞
昇
道 

委
員

　
　
　
副
部
長
　
武
田
正
文 

委
員

　
　
〈
伝
道
・
広
報
部
会
〉

　
　
　
部
　
長
　
波
北
　
顕 

委
員

　
　
　
副
部
長
　
髙
津
眞
悟 

委
員

　
⑤
常
任
委
員
選
出
　
※
名
簿
参
照

　
⑥
担
当
者
会
承
認
　
※
名
簿
参
照

（
二
） 

山
陰
教
区
総
合
基
本
計
画
・
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
承
認
に
つ
い
て

　
　
　 

山
陰
教
区
総
合
基
本
計
画
（
案
）、

山
陰
教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
案
）
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
。

（
三
） 

部
会
協
議

　
　
　 

部
会
ご
と
に
今
年
度
事
業
に
つ
い

て
協
議
。

（
四
）
全
体
会

　
　
　 
各
部
会
か
ら
報
告

　
　
〈
同
朋
・
社
会
部
会
〉

　
　
・ 

同
朋
社
会
研
修
会
を
七
月
一
七
日

（
水
）
に
開
催
。
内
容
は
、
映
画

「
福
田
村
事
件
」
の
上
映
。
講
師

は
映
画
監
督
の
森
達
也
氏
。

　
　
・ 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
引
き
続
き

奨
励
し
て
い
く
。

　
　
・ 

平
和
の
鐘
に
つ
い
て
、
今
年
度
も

周
知
を
し
て
い
く
。

　
　
〈
寺
院
活
動
支
援
部
会
〉

　
　
・ 

ご
縁
ま
ち
交
流
に
つ
い
て
、
実
施

に
向
け
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
す
る
等
の
計
画
を
立
て
て

い
く
。

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）

山
陰
教
区
委
員
会
（
総
会
）
報
告
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（5） 第158号2024（令和 6）年7月30日

山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net） 検  索山陰教区

１．基本理念
　宗祖親鸞聖人は、混迷した世の中に、阿弥陀如来に等しく救われていく往生浄土の教えを示してくださいました。
そして苦悩する人々と共に「御同朋・御同行」の精神でお念仏の教えを広く伝えていかれました。宗門にかかわ
る全ての人々がそのお心を受け、教団の抱える課題克服のために、「御同朋の社会をめざして」という目標を掲げ
基幹運動（門信徒会運動・同朋運動）に取り組み、力を尽くしてきました。
　専如門主は、ご親教『念仏者の生き方』において、「国の内外、あらゆる人びとに阿弥陀如来の智慧と慈悲を正
しく、わかりやすく伝え、そのお心にかなうよう私たち一人ひとりが行動することにより、自他ともに心豊かに
生きていくことのできる社会の実現に努めたいと思います。世界の幸せのため、実践運動の推進を通し、ともに
確かな歩みを進めてまいりましょう」とお示しになっています。
　私たちは、み教えに生かされ、み教えをひろめ、宗門の英知を結集しながら、御同朋の社会をめざす運動（実
践運動）を力強く進めていきます。

２．スローガン
　【 結ぶ絆から、広がるご縁へ 】

３．実践目標
・〈貧困の克服に向けて〜　D

ダーナ
āna f

フォー
or W

ワールド
orld P

ピース
eace〜〉―子どもたちを育むために―

・日常の寺院活動

４．達成目標
　〈同朋社会部会〉
　　 貧困問題の克服に向けた取り組み
　　 差別、平和、環境などの社会問題への取り組み
　　 法名・差別問題への取り組みを各組へ推進する
　〈寺院活動支援部会〉
　　 寺院機能の活性化、教化団体の連携、過疎地域寺院対策
　〈伝道広報部会〉
　　 時代・社会に即応する教学、文書視聴覚伝道 以　上

山陰教区 重点プロジェクト
スローガン 結ぶ絆から、広がるご縁へ

重点プロジェクト

実践目標 ・ 〈貧
ひんこん

困の克
こくふく

服に向
む

けて 〜D
ダ ー ナ

āna f
フォー

or W
ワ ー ル ド

orld P
ピ ー ス

eace〜 〉－子
こ

どもたちを育
はぐく

むために－
・日常の寺院活動

期　　間 2024（令和6）年度〜2027（令和9）年度

達成目標

〈同朋社会部会〉
　　 貧困問題の克服に向けた取り組み
　　 差別、平和、環境などの社会問題への取り組み
　　 法名・差別問題への取り組みを各組へ推進する
〈寺院活動支援部会〉
　　 寺院機能の活性化、教化団体の連携、過疎地域寺院対策
〈伝道広報部会〉
　　 時代・社会に即応する教学、文書視聴覚伝道

推進計画 令和６年度〜
令和９年度　

〈同朋社会部会〉
・ 貧困問題の克服に向けた具体的な取り組みを行う
・ 差別、平和、環境などの社会問題に取り組む
・ 法名・差別問題への取り組みを各組へ推進する
〈寺院活動支援部会〉
・ 連研実施組の拡大について取り組む
・ 次世代を担う世代への教化伝道活動を行う
・ 過疎問題に取り組む
〈伝道広報部会〉
・ 伝道資料を用いた教化伝道活動を行う
・ 教区報・教区ホームページを充実させる
・ 僧侶の本分を再認識する研修会（教学、伝道、勤式等）

「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）
山陰教区総合基本計画
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（6）第158号 2024（令和 6）年7月30日

山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net） 検  索山陰教区

「御同朋の社会をめざす運動」山陰教区委員名簿（部会別）
任期：2024（令和6）年4月1日〜2026（令和8）年3月31日

№ 組名 寺院名 実践運動委員 期数 役職・部会 選任資格
1 山陰教区教務所 晨　 利信 ※ ― 委員長 教務所長
2 鹿　足 正法寺 須山 成顕 ※ 5期 副委員長/中央委員 組選出者（教区会議長）
3 大田西 照善坊 三明 淨信 ※ 3期 副委員長 組長会長
4 大田東 正藏坊 菅原 　憲 ※ 3期 同朋・社会部会/部長 組選出者
5 川　本 法隆寺 岩　 義博 3期 同朋・社会部会/副部長 組選出者
6 松　江 本誓寺 澤田 暉夫 ※ 3期 同朋・社会部会 教区会副議長
7 神　門 眞宗寺 堀西 雅亮 2期 同朋・社会部会 ビハーラ山陰
8 鳥取因幡 教蓮寺 山口 堅心 1期 同朋・社会部会 組選出者
9 出雲南 専正寺 禿　 義一 1期 同朋・社会部会 組選出者
10 佐　波 西蓮寺 源　 宏導 1期 同朋・社会部会 組選出者
11 千須賀 永照寺 吉川 　恭 3期 同朋・社会部会 組選出者
12 江　津 長德寺 服部 　輪 1期 同朋・社会部会 組選出者
13 浜　田 正蓮寺 服部 真成 1期 同朋・社会部会 組選出者
14 益　田 安養寺 山鳥 一道 3期 同朋・社会部会 組選出者
15 三　隅 礼光寺 月洞 昇道 ※ 3期 寺院活動支援部会/部長 教区会議員
16 邑智東 高善寺 武田 正文 4期 寺院活動支援部会/副部長 仏教青年連盟/子ども・若者ご縁づくり
17 神　門 光林寺 神田 　進 ※ 1期 寺院活動支援部会 門徒総代会
18 大田東 西楽寺 齊藤 　寛 ※ 2期 寺院活動支援部会 門徒推進員
19 出雲南 善徳寺 陶山 保子 ※ 1期 寺院活動支援部会 仏教婦人会連盟
20 松  江 勝願寺 舟谷 法子 3期 寺院活動支援部会 保育連盟
21 三　隅 明顯寺 佐々木かおり 1期 寺院活動支援部会 少年連盟
22 出　雲 成福寺 武田 英教 ※ 2期 寺院活動支援部会 仏教壮年会連盟
23 益　田 光明寺 平尾 雅子 ※ 1期 寺院活動支援部会 寺族婦人会連盟
24 三　隅 淨圓寺 田中 宣隆 3期 寺院活動支援部会 過疎対応支援員
25 飯　南 真向寺 吉川 光城 2期 寺院活動支援部会 組選出者
26 三　隅 専称寺 高橋 宗興 1期 寺院活動支援部会 組選出者
27 江　津 光善寺 波北 　顕 ※ 6期 伝道・広報部会/部長 組長
28 大田中 淨福寺 髙津 眞悟 3期 伝道・広報部会/副部長 組選出者
29 出  雲 通傳寺 西谷 啓翠 ※ 2期 伝道・広報部会 組長会副会長
30 大田西 西楽寺 菅原 昭生 5期 伝道・広報部会 副組長
31 邑智東 眞清寺 瑞光 倫浩 3期 伝道・広報部会 布教団
32 三　隅 妙蓮寺 小原 靜伍 4期 伝道・広報部会 勤式指導員
33 出　雲 龍善寺 柳樂 由乗 5期 伝道・広報部会 学識経験
34 鳥取伯耆 善正寺 妙泉 　司 1期 伝道・広報部会 組選出者
35 松　江 勝願寺 舟谷 僚照 1期 伝道・広報部会 組選出者
36 出　雲 東林寺 鱸南 千城 1期 伝道・広報部会 組選出者
37 神　門 能正寺 大梶 香恵 1期 伝道・広報部会 組選出者
38 大田西 願林寺 窪田 英俊 1期 伝道・広報部会 組選出者
39 邑智東 西林坊 澤田 誠之 3期 伝道・広報部会 組選出者
40 邑智西 浄泉寺 朝枝 三暁 1期 伝道・広報部会 組選出者

※印は常任委員会委員

「御同朋の社会をめざす運動」山陰教区 担当者名簿
任期：2024（令和6）年4月1日〜2026（令和8）年3月31日

所掌部会 担当名 担当者

同朋・社会部会 同朋社会研修会担当
菅原　憲（担当長） 岩　義博（副担当長） 澤田暉夫 堀西雅亮 山口堅心

禿　義一 源　宏導 吉川　恭 服部　輪 服部真成
山鳥一道

寺院活動支援部会

連研担当 吉川光城（担当長） 金盛麻衣子（副担当長） 齊藤　寛 市野覚生
子ども・若者
ご縁づくり担当 武田正文 朋澤融智 西原真公

ご縁まち交流担当 佐々木かおり（担当長） 武田英教

伝道・広報部会

カレンダー担当 菅原昭生（担当長） 菅　和順（副担当長） 衣笠告也 大草顕信 梅田淳敬

教区報担当
瑞光倫浩（担当長） 上杉信成（副担当長） 柳樂由乗 鈴木二朗 菅原敦樹

岡本一代 岡﨑正興

僧侶研修会担当
波北　顕（担当長） 髙津眞悟（副担当長） 西谷啓翠 瑞光倫浩 妙泉　司

舟谷僚照 鱸南千城 大梶香恵 窪田英俊 澤田誠之
朝枝三暁

勤式担当 小原靜伍（担当長） 藤野敬信（副担当長） 山﨑崇峰 佐々木かおり 朋澤融智
オンライン担当 柳樂由乗（担当長） 兜坂彰英（副担当長） 山﨑崇峰 菅原大空
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（7） 第158号2024（令和 6）年7月30日

山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net） 検  索山陰教区

少
年
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
指
導
者
研
修
会

「
連
研
履
修
者
研
修
会
に
参
加
し
て
」

飯
南
組
　
真
向
寺
　
吉き
っ

川か
わ

光こ
う

城き

　
去
る
三
月
二
日
（
土
）、
出
雲
組
の
龍

善
寺
を
会
所
と
し
て
、
連
研
履
修
者
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
開
催
中
止
や
内
容
を
変

更
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
五
年
ぶ
り

に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
研
修
内
容
で
開
催
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
は
七
名
の
参
加
者
の
方
々
と
、
昨

年
六
月
三
〇
日
に
策
定
さ
れ
た
「
門
徒
推

進
員
と
い
う
生
き
方
【
理
念
】」
を
テ
ー

マ
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
に
は

ま
ず
大
田
西
組 

願
林
寺
の
窪
田
英
俊 

師

に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
念
仏
者

の
姿
勢
と

い
う
角
度

か
ら
、
私

た
ち
自
身

の
在
り
よ

う
や
世
間

の
現
状
と

向
き
合

い
、
ど
の

よ
う
に
歩

む
べ
き
か

お
話
を
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　
次
に
、

千
須
賀
組 

永
照
寺
の
吉
川 

恭 

師
か
ら
「
仏

法
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り
、

昼
食
を
は
さ
ん
で
こ
の
問
い
に
つ
い
て
参

加
者
に
よ
る
話
し
合
い
法
座
と
ス
タ
ッ
フ

も
交
え
て
の
全
体
協
議
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
念
仏
と
の
出
会
い
や
今
自

分
な
り
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
思
い
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
三
隅
組 

妙
蓮
寺
の
小
原
靜
伍

師
よ
る
仏
事
・
勤
行
指
導
に
て
、
お
仏
壇

の
荘
厳
「
供
物
・
花
な
ど
の
お
供
え
も
の

に
つ
い
て
」
を
中
心
に
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
日
常
の
勤
行
に
つ
い
て
種

類
・
内
容
や
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

会
長
の
齋
藤 

寛 

氏
か
ら
「
中
央
教
修
の

す
す
め
」
と
題
し
て
中
央
教
修
に
つ
い
て
、

ま
た
、
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
の
研
修
内
容
も
温
か
い
雰
囲
気
の
中

有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

今
後
も
連
研
を
履
修
さ
れ
た
方
が
さ
ら
な

る
研
修
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
、
ま
た
中
央
教
修
へ
参
加
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
研
修

会
と
な
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
三
月
五
日
（
火
）
に
「
少
年
連
盟
　
子

ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
指
導
者
研
修
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
指
導
者

研
修
会
は
、
少
年
連
盟
と
子
ど
も
・
若
者

ご
縁
づ
く
り
と
の
合
同
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
敢
え

て
ア
ナ
ロ
グ
な
ゲ
ー
ム
に
着
目
し
、
お
寺

で
の
子
ど
も
会
の
遊
び
方
を
と
も
に
考
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
会
で
す
。

鹿
足
組 

誓
立
寺 

朋
澤
融
智 

師
か
ら
、「
こ

れ
か
ら
の
お
寺
で
の
遊
び
を
考
え
る
〜
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
で
の
遊
び
を
通
し
て
〜
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
織
り
交

ぜ
て
参
加
者
か
ら
自
己
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
を
二
チ
ー
ム
に
分
け
、
一

か
ら
百
の
数
字
を
皆
に
わ
か
ら
な
い
よ
う

に
配
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
小
さ
い
数
字

か
ら
順
番
に
並
べ
て
い
く
「
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」
と

い
う
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー

ム
は
、
自
分
の
「
意
図
」
と
相
手
の
「
意
図
」

を
考
え
、
価
値
観
の
ず
れ
を
楽
し
む
パ
ー

テ
ィ
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
協
力
し
て
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と
で
、
初

め
て
会
う
方
と
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、

多
人
数
で
で
き
る
た
め
、
今
研
修
会
で
は

二
チ
ー
ム
（
一
チ
ー
ム
十
名
程
度
）
で
行

い
ま
し
た
が
、
一
チ
ー
ム
に
ま
と
め
て
も

盛
り
上
が
る
ゲ
ー
ム
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
自
坊
で
も

簡
単
に
で
き
、
実
際
に
や
っ
て
み
た
い
」

な
ど
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム

を
用
意
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
体
験

し
て
み
る
と
、
皆
熱
中
し
、
拍
手
や
歓
喜

の
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
遊
び

の
幅
が
広
が
っ
た
大
変
す
ば
ら
し
い
研
修

会
で
し
た
。
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縁
で
し
た
。

　
そ
し
て
布
教
大
会
が
始
ま
り
、
お
三
方

の
ご
法
話
を
お
聞
き
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

熱
意
は
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
法

話
の
構
成
や
お
聖
教
の
研
鑽
、
話
し
方
の

訓
練
な
ど
、
法
話
に
お
い
て
大
切
な
こ
と

は
い
く
つ
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
何
よ
り
も
、
お
取
次
ぎ
に
対
す
る
、

阿
弥
陀
さ
ま
に
対
す
る
真
摯
な
姿
そ
の
も

の
が
布
教
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
、
お
三

方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
風
そ
の
も
の
を
目
で
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
ゆ
ら

ゆ
ら
と
揺
れ
動
く
草
木
を
見
て
、
そ
こ
に

風
が
あ
る
の
だ
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
河
野
慈
演
さ
ん
、
市
野
覚
生
さ
ん
、

柳
樂
由
乗
さ
ん
、

阿
弥
陀
さ
ま
の

お
慈
悲
に
突
き

動
か
さ
れ
な
が

ら
お
話
く
だ
さ

る
お
三
方
の
姿

に
、
今
こ
こ
で

お
は
た
ら
き
く

だ
さ
る
阿
弥
陀

さ
ま
を
味
あ
わ

せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
私
だ

け
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
尊
い
お
育
て

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

期
　
日
　 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年

四
月
一
七
日
（
水
） 

会
　
場
　 

本
願
寺
山
陰
教
堂
　
教
化
セ
ン

タ
ー 

研
修
室

出
席
者
　
三
七
名

　
総
会
で
は
、
前
年
度
事
業
報
告
・
前
年

度
決
算
報
告
、
監
査
報
告
及
び
今
年
度
事

業
計
画
（
案
）・
今
年
度
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
の
通
り
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
次
の
通
り
新
役
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

※ 

教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
布
教
団
か
ら

の
お
知
ら
せ
」
を
新
設
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年

三
月
八
日
（
金
）

会
　
場
　 
出
雲
市
民
会
館

参
加
者
　 
四
三
名

　
こ
の
た
び
の
公
開
講
座
は
、「
地
元
の

医
療
と
ビ
ハ
ー
ラ
が
直
接
連
携
を
と
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
」
と
の
提
言
か
ら
、
雲

南
市
で
病
院
を
開
業
さ
れ
て
い
る
永
瀬
英

雄 

医
師
に
「
田
舎
の
開
業
医
と
し
て
の
思

い
〜
真
宗
門
徒
の
願
い
〜
」
と
題
し
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
医
師
と
し
て
の
苦
労
話
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
、
特
に
医
療
の
現
場
で
も
人
材

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
、
一
人
へ
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
周
り

と
の
連
携
も
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と

お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
現
場
で
働
か
れ
て
い
る
医
師
の
お
話
を

直
接
聞
く
こ
と
で
、
ビ
ハ
ー
ラ
と
し
て
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
が
で
き
る
の
か
、
何
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
有
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
で
は
、
今
後
も
地
元
で
活

躍
さ
れ
て
い

る
方
を
ご
講

師
に
招
き
、

ビ
ハ
ー
ラ
と

の
連
携
の
構

築
に
つ
な
が

る
講
座
を
企

画
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、

ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ビ
ハ
ー
ラ
山
陰

　公
開
講
座

　
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
三
月
二
六
日

に
、
益
田
市
匹
見
町
の
善
正
寺
に
て
山
陰
教

区
青
年
布
教
使
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
所
の
春
彼
岸
法
要
、
益
田
組
法
座
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の

御
同
行
が
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
ご
年
齢
の
方
々
が
お
集
ま
り
に
な
り
、

賑
々
し
く
温
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
と
も
ど

も
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
私
を
含
め
四
名
の
僧
侶
が
お

取
次
ぎ
の
ご
縁
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
出
講
者

四
人
で
控
室
に
て
待
機
し
て
い
る
時
に
、
お

互
い
に
感
じ
て
い
る
お
取
次
ぎ
に
対
す
る
緊

張
を
吐
露
し
合
う
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
人

前
で
話
す
こ
と
へ
の
緊
張
感
、
御
同
行
や
先

輩
僧
侶
の
方
々
の
前
で
話
す
こ
と
へ
の
気
負
い
。

他
の
出
講
者
の
方
々
が
ど
う
だ
っ
た
か
は
私

に
は
わ
か
り
か
ね
ま
す
が
、
自
分
を
良
く
見

せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、私
の
な
か
に
は
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
お
三
方
の
言
葉
や

お
姿
か
ら
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
を
お

取
次
ぎ
す
る
こ

と
へ
の
重
圧
を

ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
緊
張

感
を
共
有
さ
せ

て
い
た
だ
け
る

の
は
布
教
大
会

な
ら
で
は
だ
と

思
い
ま
し
た
し
、

こ
の
控
室
で
の

時
間
も
私
に

と
っ
て
は
有
難

い
お
聴
聞
の
ご

青
年
布
教
使
大
会

邑
智
東
組
　
高
善
寺
　
武た
け

田だ

正ま
さ

知と
も

山陰教区布教団役員名簿

※7月30日現在 任期：2024年4月1日〜2026年3月31日

役 職 組 名 所属寺 氏 名

団　　長 （山陰教区教務所長） 晨 　利信

副団長（代表委員） 大田西組 願林寺 窪田 英俊

副 団 長 邑智東組 眞清寺 瑞光 倫浩

副 団 長 出雲組 覚専寺 佐々木 俊敎

委　　員 鳥取因幡組 光賢寺 西池 浩宣

委　　員 出雲組 妙壽寺 山﨑 崇峰

委　　員 大田東組 浄土寺 德川 眞英

委　　員 佐波組 浄土寺 西原 真公

委　　員 江津組 光善寺 波北　顕

委　　員 浜田組 正念寺 藤澤 行治

女性代表 邑智西組 浄泉寺 朝枝 憲子

青年代表 邑智東組 西福寺 小笠原 宣隆

監　　事 鹿足組 誓立寺 朋澤 智弘

監　　事 松江組 眞光寺 吉田 　剛

幹　　事 （山陰教区教務所職員） 黒河 敬生

二
〇
二
四（
令
和
六
）年
度

山
陰
教
区
布
教
団
総
会
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「
中･

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
寺
族
野
球
大
会
に
参
加
し
て
」

邑
智
西
組
　
光
西
寺
　
石い
し

橋ば
し

直な
お

人と

　
五
月
二
三
日
（
木
）、
浜
田
組 

覚
永
寺

に
て
、
今
年
度
「
山
陰
教
区 

勤
式
練
習
所
」

の
第
一
回
講
義
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
所
式
に
引
き
続
き
、「
声
明
理
論
」「
葬

儀
」「
衣
体
の
着
付
け
（
色
衣
・
七
条
・
切

袴
）」
に
つ
い
て
、
教
区
勤
式
担
当
の
朋
澤

融
智 

師
か
ら
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
勤
式
練
習
所
は
、
計
六
回
の

講
義
を
開
催
し
ま
す
（
東
部
会
場
：
山
陰

教
堂
、
西
部
会
場
：
浜
田
組 

覚
永
寺
）。

さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、

今
年
度
は
「
基
礎
コ
ー
ス
」「
実
践
コ
ー
ス
」

「
作
法
コ
ー
ス
」
の
三
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
設
置
し
ま
す
。

　
仏
さ
ま
へ
の
お
敬
い
の
心
を
形
に
し
た

の
が
勤
式
作
法
で
す
。
報
恩
講
の
参
り
あ

い
や
日
々
の
法
務
を
よ
り
丁
寧
に
す
る
た

め
に
、
あ
ら
た
め
て
ご
自
身
の
作
法
や
勤

式
理
解
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
お
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
教
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
五
月
九
日
（
木
）、
中
･
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
寺
族
野
球
大
会
が
山
口
教
区
担
当
の
も

と
、
山
口
県
山
口
市
の
山
口
マ
ツ
ダ
西
京

き
ず
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
す
ば
ら
し
い
快
晴
で
初
夏
を
思
わ
せ
る

気
候
の
下
、
山
口
教
区
の
長
州
チ
ー
ム
、

安
芸
教
区
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー
ズ
、
備
後

教
区
の
備
龍
会
、
そ
し
て
山
陰
･
四
州
寺

族
野
球
部
（
備
龍
会
チ
ー
ム
か
ら
も
二
名

加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
）
の
四
チ
ー

ム
で
試
合
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
初
戦
は
安
芸
教
区
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー

ズ
と
対
戦
。
序
盤
に
先
制
し
波
に
乗
っ
た

か
と
思
い
き
や
、
久
々
の
実
戦
や
緊
張
の

せ
い
か
逆
転
を
許
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

硬
さ
が
と
れ
、
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
二
―
六
で
敗

れ
ま
し
た
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
二
試

合
目
、
山
口
教
区
の
長
州
チ
ー
ム
と
の
対

戦
。
こ
の
試
合
で
は
選
手
そ
れ
ぞ
れ
本
来

の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
進
一

退
の
攻
防
の
末
、
五
―
四
で
勝
利
。
こ
の

試
合
は
三
位
決
定
戦
で
も
あ
り
、
私
達
は

三
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
の
練
習
が
足
り
て
な
い
こ
と
や

体
力
作
り
の
大
事
さ
を
実
感
し
な
が
ら
も
、

当
日
の
天
候
や
気
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た
選

手
一
人
ひ
と
り
が
ケ
ガ
な
く
楽
し
く
試
合

が
で
き
、
野
球
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
九
月
に
は
寺
族
野
球
の
全
国
大
会
が
あ

り
ま
す
。
夏
場
の
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う

熱
く
動
け
る
体
に
仕
上
げ
て
臨
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

勤
式
練
習
所 

開
所
式

勤式練習所の詳細については、
山陰教区ホームページをご覧ください。
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市
）
の
堀
西
雅
亮 

師
（
神
門
組 

眞
宗
寺
）

に
、「
ビ
ハ
ー
ラ
の
広
が
り
〜
多
様
な
私

た
ち
の
安
心
〜
」
と
題
し
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
近
年
、
外
国
か
ら
の
移
住
者
が
増
え
、

こ
と
ば
や
文
化
が
多
用
な
社
会
と
な
る
な

か
、
私
た
ち
日
本
人
が
壁
を
作
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
何
気
な
い
一
言
で
傷
つ
け
て
し
ま
っ

た
り
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
の

生
活
を
含
め
、
病
の
苦
し
み
や
死
へ
の
不

安
は
移
住
し
て
き
た
方
も
同
じ
で
あ
り
、

人
々
の
苦
し
み
に
共
感
し
、
積
極
的
に
社

会
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
理
念
と
す

る
「
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
」
に
お
い
て
も
、
多

様
な
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
の

安
心
と
は
何
か
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る

の
か
を
会
員
同
士
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

期
　
日
　 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年

六
月
一
一
日
（
火
）

会
　
場
　 

山
陰
教
堂 

教
化
セ
ン
タ
ー

研
修
室

参
加
者
　 

二
六
名

　
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰 

総
会
・
研
修
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
令
和
五
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、

続
い
て
新
役
員
の
選
任
の
後
、
令
和
六
年

度
の
事
業
計
画
案
・
予
算
案
に
つ
い
て
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
副
会
長
、

島
根
県
外
国
人
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
（
出
雲

ビ
ハ
ー
ラ
山
陰

総
会
・
研
修
会

期
　
日
　 
六
月
八
日
（
土
）

会
　
場
　 
山
陰
教
堂 

教
化
セ
ン
タ
ー

研
修
室

参
加
者
　 

七
六
名

　
総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
報
告
・
監
査
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計

画
案
・
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
研
修
会
で
は
、
仏
教
壮
年
会
連
盟

講
師
の
北
山
祐
章 

師
（
備
後
教
区 

沼
隈

南
組 

光
源
寺
住
職
）
か
ら
、「
私
の
お
寺

い
っ
し
ょ
に
仏
壮
〜
今
、
仏
教
壮
年
会
の

や
く
わ
り
〜
」
と
題
し
、
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
師
の
ご
自
坊
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
・
バ
ザ
ー
・
お
寺
の
環
境
整
備
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
仏
教
壮
年
会
の

会
員
に
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

会
員
が
お
寺
の
活
動
に
参
画
し
、
そ
の
中

で
お
寺
で
手
を
合
わ
せ
て
お
念
仏
を
称
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、「
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
」「
変
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

を
明
確
に
し
、
会
員
と
共
有
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
今
後
の
仏
教
壮
年
会
に
と
っ
て
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
会
員
減
少
に
伴
う
会
員
の

勧
誘
方
法
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　
仏
教
壮
年
会
活
動
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な
が
ら
お

話
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
一
同
、
学
び
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
、

早
速
お
寺
へ
相
談
に
向
か
わ
れ
た
会
員
の

方
も
お
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
課
題
を
抱
え
て

い
る
単
位
会
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
研
修

会
の
開
催
を
通
し
て
単
位
会
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仏
教
壮
年
会
連
盟 

総
会
・
研
修
会
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【歳　入】 【歳　出】 

2023（令和５）年度 山陰教区一般会計 歳計決算

款　　　　　項 2023年度決算額 2023年度予算額 対比△減

1 教区賦課金   34,242,225  34,242,225 0

1 本年度賦課金  34,242,225  34,242,225 0

2 過年度賦課金  0  0 0

2 宗派助成金  24,577,467  24,500,000 77,467

1 宗派助成金  24,577,467  24,500,000 77,467

3 願記手数料  1,785,000  1,800,000 △ 15,000

1 願記手数料  1,785,000  1,800,000 △ 15,000

4 回　　　　金  1,122,300  1,210,000 △ 87,700

1 回　　　金  1,122,300  1,210,000 △ 87,700

5 雑　　収　　入  1,699,912  1,645,442 54,470

1 雑　　収　　入  1,699,912  1,645,442 54,470

6 前年度繰越金  13,922,333  13,922,333 0

1 前年度繰越金  13,922,333  13,922,333 0

歳入合計  77,349,237  77,320,000 29,237

【歳　出】 

款　　　項　　　目 2023年度決算額 2023年度予算額 対比※超過

5 諸手当  2,420,430  2,500,000 79,570

6 教区勤式指導員事務費  50,000  50,000 0

2 事務費  3,486,599  3,800,000 313,401

1 通信印刷費  1,552,696  1,600,000 47,304

2 事務消耗品費  520,695  650,000 129,305

3 事務諸費  1,298,038  1,350,000 51,962

4 備品費  115,170  200,000 84,830

3 旅費  482,278  600,000 117,722

1 交通費  482,278  600,000 117,722

4 諸費  394,493  610,000 215,507

1 慶弔供奠費  60,000  150,000 90,000

2 接待費  4,147  30,000 25,853

3 渉外費  190,000  230,000 40,000

4 雑費  140,346  200,000 59,654

4 回金  29,227,532  29,440,000 212,468

1 回金  29,227,532  29,440,000 212,468

1 山陰教堂運営費  26,093,112  26,300,000 206,888

2 災害対策費  1,000,000  1,000,000 0

3 退職積立金  1,000,000  1,000,000 0

4 子ども・若者推進事業費  50,000  50,000 0

5 「各種法要」積立金  0  0 0

6 平衡資金  500,000  500,000 0

7 慶讃法要費  584,420  590,000 5,580

5 宗会議員選挙費  0  100,000 100,000

1 宗会議員選挙費  0  100,000 100,000

1 宗会議員選挙費  0  100,000 100,000

6 予備費  0  8,830,000 8,830,000

1 予備費  0  8,830,000 8,830,000

歳出合計  65,557,325  77,320,000 11,762,675

歳入合計  77,349,237 

歳出合計  65,557,325 

差引残高 11,791,912

款　　　項　　　目 2023年度決算額 2023年度予算額 対比※超過

1 教区事業費  11,473,151  12,680,000 1,206,849

1 総合教化企画費  1,447,222  2,000,000 552,778

1 御同朋の社会をめざす運動推進費  1,447,222  2,000,000 552,778

2 教化費  4,289,862  4,850,000 560,138

1 寺院機能振興費  386,366  600,000 213,634

2 婦人青少年費  1,016,879  1,150,000 133,121

3 総代・壮年費  300,000  300,000 0

4 研修費  1,438,184  1,600,000 161,816

5 矯正福祉費  250,000  250,000 0

6 文書伝道費  886,833  900,000 13,167

7 教化活動費  11,600  50,000 38,400

3 助成費  4,846,067  4,930,000 83,933

1 布教団助成金  330,000  330,000 0

2 各種団体助成金  407,000  490,000 83,000

3 地方教化助成費  4,109,067  4,110,000 933

4 災害対策費  890,000  900,000 10,000

1 災害活動費  890,000  900,000 10,000

2 会議費  984,784  1,350,000 365,216

1 会議費  984,784  1,350,000 365,216

1 教区会議費  657,342  800,000 142,658

2 組長会費  266,742  400,000 133,258

3 各種会議費  40,700  100,000 59,300

4 職員会議費  20,000  50,000 30,000

3 教務所費  23,871,858  24,920,000 1,048,142

1 人件費  19,508,488  19,910,000 401,512

1 教務所職員俸給  11,413,200  11,600,000 186,800

2 賞与  2,542,500  2,550,000 7,500

3 退職交付金  402,300  410,000 7,700

4 福祉費  2,680,058  2,800,000 119,942

自　2023（令和５）年４月１日
至　2024（令和６）年３月31日
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山
陰
教
区
で
は
、
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実

践
運
動
）
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

収
集
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運
動
」
は
、
使
用
済
み
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
を
リ
サ
イ
ク
ル
メ
ー
カ
ー
に
売
却
し
た
代
金
で
、

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
運
動
で
す
。

　
教
務
所
に
は
７
月
ま
で
に
、
約
一
〇
、〇
〇
〇
個
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

※ 

お
持
ち
い
た
だ
く
キ
ャ
ッ
プ
は
、
軽
く
洗
い
、
飲
料
や
汚
れ

を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ�

飯
南
組
　
明
眼
寺
　
菅す
が

　
龍り
ゅ
う

慈じ

　
二
〇
一
二
年
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
度
二
〇
二
四
年
三
月
末
を
も
っ
て
山
陰
教
区
教

務
所
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
二
年
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日 

時
　
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
九
月
一
八
日
（
水
）

〈
平
和
の
鐘
実
施
時
間
〉　

　
　
　 

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
一
時
三
五
分

　
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
で
は
、
宗
門
と
し
て
恒
久
平
和
へ
の
願
い

を
新
た
に
す
る
た
め
「
平
和
の
鐘
」
を
撞
き
ま
す
。

　
「
平
和
の
鐘
」
は
、
仏
の
み
教
え
と
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
誓
わ
れ

る
平
和
へ
の
決
意
を
、
日
本
国
内
外
に
響
か
せ
届
け
た
い
と
い
う
願
い
の
も

と
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
宗
門
が
一
体
と
な
っ
て
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
各
寺
に
お

き
ま
し
て
も
、
法
要
と
同
時
刻
（
午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
一
時
三
五
分
）
に
、

梵
鐘
（
ま
た
は
喚
鐘
な
ど
）
を
撞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
※
詳
細
は
、
本
願
寺
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平和の鐘
千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要　 
「平和の鐘」実施にご協力を

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
　
　

　
七
月
一
日
〜
二
日
、
標
記
研
修
会
が
安

芸
教
区
担
当
に
よ
り
、
広
島
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
第
四
連

区
（
山
陰
・
四
州
・
備
後
・
安
芸
・
山
口
）

内
、
一
三
〇
名
の
布
教
使
が
一
堂
に
会
し

研
修
を
受
け
ま
し
た
。（
山
陰
教
区
か
ら

の
出
席
者
二
四
名
）

　
研
修
一
は
、『
み
教
え
と
差
別
の
現
実
』

差
別
現
場
か
ら
の
学
び
と
題
し
、
同
朋
研

修
講
師
　
伯
水
永
雄 

師
（
高
岡
教
区
　

氷
見
西
組
　
明
泉
寺
住
職
）
の
、
障
が
い

者
差
別
に
つ
い
て
の
講
義
で
し
た
。
経
典

内
の
差
別
的
表
現
、
差
別
語
、
比
喩
等
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
く
の
か
、
事

例
を
あ
げ
講
義
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
依
正
不
二
」「
縁
起
の
法
」
か

ら
の
障
が
い
観
や
、
第
四
一
願
『
諸し
ょ

根こ
ん

闕け

陋つ
る

し
て
具
足
せ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
』

の
受
止
め
等
、
差
別
の
現
実
に
ど
の
よ
う

に
向
き
合
う
か
を
、
参
考
資
料
や
レ
ジ
ュ

メ
を
も
と
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
伯
水
先
生
は
「
私
自
身
の
中
に
も
差
別

心
が
あ
る
。
そ
れ
を
誤
魔
化
さ
ず
見
つ
め
、

そ
れ
を
前
提
に
克
服
す
る
た
め
の
学
び
を

怠
ら
ず
重
ね
た
い
も
の
だ
」
と
、
講
義
を

結
ば
れ
ま
し
た
。
研
修
二
は
『
如
来
蔵
（
仏

性
）
思
想
の
概
要
』
の
講
題
で
、
本
願
寺

派
勧
学
・
相
馬
一
意 

和
上
の
講
義
で
し
た
。

如
来
蔵
（
仏
性
）
思
想
の
源
泉
や
基
本
概

念
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
（
有
如
来
蔵
）」、

法
華
経
の
教
え
の
展
開
、
如
来
蔵
思
想
の

中
国
仏
教
・
日
本
仏
教
へ
の
広
範
な
影
響
、

『
涅
槃
経
』
の
位
置
付
け
、
仏
性
思
想
と

中
国
の
性
善
説
を
通
し
て
確
認
し
、
一
闡
提

成
仏
説
や
本
覚
思
想
を
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
三
は
、『
如
来
蔵
（
仏
性
）
思
想

の
概
要
』
の
講
義
を
受
け
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
山
陰
教
区
か

ら
は
北
島
清
秀 

布
教
団
前
副
団
長
を
は
じ

め
、
各
教
区
か
ら
一
名
ず
つ
パ
ネ
リ
ス
ト

が
、
和
上
に
「
如
来
蔵
思
想
を
親
鸞
聖
人

が
ど
の
様
に
受
け
止
め
て
お
ら
れ
た
の

か
？
」
等
の
疑
問
点
を
尋
ね
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
交
換
し
感
想
を
述
べ
、
参
加
し

た
団
員
の
研
鑽
を
深
め
る
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
四
連
区
布
教
使
研
修
会

出
雲
組
　
覚
専
寺
　
佐さ

さ々

木き

俊し
ゅ
ん

敎き
ょ
う
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大
田
中
組
実
践
運
動
の
取
り
組
み

大
田
中
組

　
実
践
運
動
委
員
長

　
た
か髙

　

 

つ 津

　
し
ん眞

　

 

ご 悟

　

　
大
田
中
組
は
、
旧
仁
摩
・
大
森
組
が
一

緒
に
な
っ
て
の
出
発
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
に
は
両
組
三
一
ヶ
寺
だ
っ
た

の
が
今
で
は
二
七
ヶ
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
践
運
動
推
進
の
た
め
、
寺
婦
、
僧
侶
、

仏
婦
、
子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り
等
々
の

教
化
部
会
を
設
け
、
計
画
、
実
行
し
て
い

ま
す
。
そ
の
方
向
性
と
ま
で
は
言
え
ま
せ

ん
が
実
践
運
動
推
進
研
修
会
を
年
に
一
度

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
は
一
期
四
年
ご
と
に
決
定
し
ま
す
。

前
期
は
、
親
か
ら
子
に
と
伝
え
、
心
豊
か

に
生
き
る
社
会
の
実
践
を
め
ざ
す
と
い
う

活
動
の
一
つ
が
組
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
。

そ
し
て
各
寺
で
の
活
動
で
す
。

　
今
期
は
、「
地
域
と
寺
院
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
お
寺
を
中
心
と
し
た
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
。」「
貧
困
の
克
服
、

皆
で
考
え
計
画
を
立
て
実
行
す
る
。」
ま

だ
具
体
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
寺
院

の
今
後
に
期
待
し
ま
す
。

　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
は
、
如

来
さ
ま
の
大
悲
に
出
遇
い
、
そ
の
喜
び
が

生
活
の
中
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
正
直
に
生
き
る
。
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
あ
り
た
い

と
生
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
問

題
は
何
か
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
自
問
自

答
し
な
が
ら
生
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

如
来
さ
ま
の
教
え
を
仰
ぎ
つ
つ
、
で
き
な

い
自
ら
に
絶
望
し
、
な
お
も
そ
う
あ
り
た

い
の
心
を
持
ち
な
が
ら
生
き
る
―
そ
れ
が

実
践
運
動
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
研
修
会
は
、「
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い

う
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、「
良
か
っ

た
」「
楽
し
く
参
加
で
き
た
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
研
修
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
差
別
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

映
画
「『
か
ば
』
〜
西
成
を
生
き
た
教
師

と
生
徒
ら
」
を
上
映
、
川
本
貴
弘
監
督
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
映
画
『
福
田
村
事
件
』
の
上
映
、

監
督
の
都
合
で
先
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
見
た
、
聞

い
た
で
は
な
く
、
各
寺
に
て
法
座
の
時
な

ど
で
話
し
合
い
を
し
て
も
ら
い
、
学
習
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
地
域
が
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
こ

そ
、
寺
と
し
て
念
仏
者
と
し
て
何
を
成
す

べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
を
判
断
し
行
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
新
た
な
人
と
の
ご
縁
づ
く
り
を
さ

れ
て
い
る
寺
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
の
寺
院

活
動
を
試
み
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
話
題
と
な
っ

て
い
る
「
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）」
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
ど
の

よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｉ
が
高
度
化
す
る

に
つ
れ
て
、「
多
く
の

仕
事
が
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
わ
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き

ま
す
。

　
確
か
に
、
単
純
作
業
の
自
動
化
や
、

膨
大
な
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
、
Ａ
Ｉ
が

得
意
と
す
る
領
域
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
は
過
去
の
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
作
業
は
得
意
で
す
が
、

人
の
感
情
を
理
解
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
適
切
な
行
動
を
と
る
の
は
苦
手
で
す
。

Ａ
Ｉ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し
続

け
る
中
で
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
教
務
所
職
員
の
仕
事
も
、「
人
と
人

の
つ
な
が
り
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
教
区
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々

丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�
（
Ｎ
・
Ｊ
）

職員

教区報山陰_第158号_八校_CC2023.indd   13教区報山陰_第158号_八校_CC2023.indd   13 2024/09/12   12:272024/09/12   12:27



第158号 2024（令和 6）年7月30日

山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net） 検  索山陰教区

（14）

編
集
後
記

　
高
校
を
卒
業
後
に
大
手
都
市
銀
行
に

入
行
し
た
友
人
が
い
ま
す
。
話
を
聞
き

ま
す
と
支
店
長
ま
で
上
り
詰
め
た
そ
う

で
す
。
大
学
卒
で
も
支
店
長
に
な
る
こ

と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
し
、
ま
し
て
や

大
手
都
市
銀
行
。
確
か
に
彼
は
裏
表
の

な
い
性
格
で
、
誰
か
ら
も
好
か
れ
る
人

格
で
し
た
。
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
が
、

現
在
は
関
連
会
社
に
出
向
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
彼
の
人
生
す
べ
て
が
順
風
満

帆
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

役
に
就
く
と
い
う
こ
と
は
周
り
か
ら
の

信
頼
も
得
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
私
も
人
生
の
半
分
以
上
を
僧
侶
と
し

て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
、

僧
侶
以
前
に
人
と
し
て
信
頼
や
信
用
を

さ
れ
て
い
る
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
門
信
徒
の
み
な
ら
ず
皆
さ
ま
の

痛
み
・
悲
し
み
・
苦
し
み
に
寄
り
添
っ

て
き
た
の
か
と
振
り
返
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
袈
裟
・
衣
を
付
け
て
い
れ
ば
上
座
に

座
ら
せ
て
も
ら
え
た
時
代
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
人
と
し
て
、
ま
し
て
や
僧

侶
で
あ
る
な
ら
ば
上
座
に
座
ら
せ
て
も

ら
え
る
資
質
が
必
要
と
思
い
始
め
た
昨

今
で
す
。�

（
S
・
J
）

　
皆
さ
ま
は
矯
正
展
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
受
刑
者
が
製
作
し
た
製
品
の
展

示
販
売
を
通
じ
て
、
再
犯
防
止
に
向
け

た
矯
正
行
政
の
現
状
に
つ
い
て
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
先
輩
教
誨
師
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年

五
月
一
日
に
教
誨
師
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
松
江
刑
務
所
に
て
毎
月
一
回

の
個
人
教
誨
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
刑
務

所
に
伺
う
こ
と
が
難
し
い
期
間
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
教
誨
を
希
望
す
る
方
の

減
少
な
ど
、
著
し
い
変
化
が
あ
ら
わ

れ
ま
し
た
。「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
坊
守
に
問
う
と
、「
お

寺
で
矯
正
展
を
行
え
ば
、
受
刑
者
と

社
会
の
か
け
橋
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
と
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
。

　
し
か
し
、
い
ざ
施
設
側
に
ご
提
案

を
い
た
し
ま
す
と
、

① 

松
江
刑
務
所
か
ら
お
寺
に
出
張
し

た
こ
と
は
…

②
売
り
上
げ
は
…

③ 

所
長
が
か
わ
る
と
方
針
が
変
わ
る

こ
と
も
…

　
自
己
満
足
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
ご

来
場
者
、
受
刑
者
、
矯
正
施
設
、
そ

し
て
、
世
間
が
そ
れ
ぞ
れ
恩
恵
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
不
安
を
払

拭
す
る
た
め
、
本
山
（
西
本
願
寺
）

の
御
正
忌
報
恩
講
に
お
け
る
矯
正
展

の
実
例
を
お
伝
え
し
、
販
売
促
進
に

対
す
る
戦
略
（
門
信
徒
の
皆
さ
ま
へ

の
ご
案
内
を
は
じ
め
、
新
聞
折
込
チ

ラ
シ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
も
活
用
し
て
広
く
一
般
の

方
に
も
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
）
を
プ
レ
ゼ

ン
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
開
催
へ

の
糸
口
が
み
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
何
を
売
っ
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
販
売

リ
ス
ト
を
チ
ラ
シ
に
記
載
。
松
江
養
護

学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
機
械
を
使
わ

ず
手
で
織
っ
た
「
さ
を
り
」
を
用
い
て

作
成
さ
れ
た
ラ
ン
チ
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や

ポ
ー
チ
を
は
じ
め
、
タ
ン
ス
・
踏
み

台
・
ま
な
板
・
定
評
の
石
鹸
（
ブ
ル
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
）
な
ど
な
ど
…
。

　
今
年
四
月
に
は
神
門
組
親
鸞
聖
人

御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇

年
慶
讃
法
要
に
お
い
て
矯
正
展
ブ
ー

ス
が
出
店
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
活

動
が
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
新
た
に
何
か
を
始
め
る
こ
と
に
は

困
難
も
伴
い
ま
す
が
、
や
っ
た
か
ら

こ
そ
積
め
る
経
験
は
他
で
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
耳
を
傾
け
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
…
。

出雲組　龍善寺　住職

柳 樂 由 乗
なぎ ら ゆい じょう

松江刑務所㏌龍善寺
刑務所作業製品展示即売会
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